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(百万円未満切捨て)

１．2021年12月期第１四半期の連結業績（2021年１月１日～2021年３月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年12月期第１四半期 1,621 24.5 △32 ― △19 ― △29 ―
2020年12月期第１四半期 1,302 △37.0 △11 ― △19 ― 5 △91.5

(注) 包括利益 2021年12月期第１四半期 △20百万円( ―％) 2020年12月期第１四半期 △31百万円( ―％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2021年12月期第１四半期 △18.41 ―
2020年12月期第１四半期 3.27 3.24

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2021年12月期第１四半期 10,235 4,703 44.9

2020年12月期 10,302 4,803 45.5
(参考) 自己資本 2021年12月期第１四半期 4,590百万円 2020年12月期 4,689百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年12月期 ― 0.00 ― 50.00 50.00

2021年12月期 ―

2021年12月期(予想) ― ― ― ―
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2021年12月期の連結業績予想（2021年１月１日～2021年12月31日）
　新型コロナウイルス感染症の拡大の影響により、現時点も緊急事態宣言下であり、当社の経営環境への影響も不透
明な状況が継続するものと思われます。業績予想につきましては、その影響を精査しておりますが、現時点では合理
的な算出は困難であるため、2021年12月期の連結業績予想は非開示とさせていただきます。
　今後、合理的な見積りが可能となった時点で速やかにお知らせいたします。

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2021年12月期１Ｑ 1,989,845株 2020年12月期 1,989,845株

② 期末自己株式数 2021年12月期１Ｑ 391,960株 2020年12月期 393,877株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年12月期１Ｑ 1,596,035株 2020年12月期１Ｑ 1,562,014株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料４ページ「連結業績予想など
の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（2021年１月１日～2021年３月31日）におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症

の影響により、依然として厳しい状況にあるなか、持ち直しの動きが続いているものの、一部に弱さがみられます。先

行きについては、感染拡大の防止策を講じるなかで、各種政策の効果や海外経済の改善もあって、持ち直しの動きが続

くことが期待されますが、内外の感染拡大による下振れリスクの高まりに十分注意する必要があります。

当社グループが属する不動産業界においては、2021年地価公示では、三大都市圏、とりわけ当社グループが展開する

大阪圏は、全用途平均及び商業地は８年ぶりに、住宅地は７年ぶりに下落に転じました。新型コロナウイルス感染症の

影響等により、需要者が価格に慎重な態度となっていること等を背景に、地価は全体的に弱含みとなっておりますが、

訪問客増加により上昇してきた地域や飲食店が集積する地域で比較的大きな下落が見られるなど、地価動向の変化の程

度は用途や地域により異なる様相を呈しております。

このような事業環境のなか、当社グループは、「不動産のあらゆるニーズに応えるワンストップサービス」の提供と

その業務品質の向上に努め、リノベーションマンション、土地等の不動産売上、売買仲介、賃貸仲介、リフォーム工事

受注等に取り組んでまいりました。また、スポーツ選手を起用したテレビＣＭやＷｅｂ広告のほか、紙媒体からＷｅｂ

媒体へ広告手法のシフトを図り、ＥＳＧを推進する取り組みを実施してまいりました。

その結果、当第１四半期連結累計期間における当社グループの売上高は1,621百万円（前年同期比24.5％増加）、営業

損失は32百万円（前年同期は営業損失11百万円）、経常損失は19百万円（前年同期は経常損失19百万円）、親会社株主

に帰属する四半期純損失は29百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益５百万円）となりました。

（単位：百万円）

前第１四半期 当第１四半期 前年同期比

(自 2020年１月１日 (自 2021年１月１日
増減 増減率(％)

至 2020年３月31日) 至 2021年３月31日)

売上高 1,302 1,621 318 24.5

営業利益又は
営業損失（△）

△11 △32 △20 ―

経常利益又は
経常損失（△）

△19 △19 △０ ―

親会社株主に帰属
する四半期純利益

５ △29 △34 ―

セグメント別売上高

[不動産売上]

機能性や居住性を向上させ、現代のライフスタイルにあった改修を施したリノベーションマンションや土地等の

販売に注力いたしました。その結果、売上高は484百万円（前年同期比454.9％増加）、セグメント利益は15百万円

（同150.7％増加）となりました。

[不動産賃貸収入]

快適な住空間の創出による顧客満足度の向上に努めるとともに、入居率の向上や賃料水準の見直しに努めまし

た。その結果、売上高は182百万円（前年同期比1.0％増加）、セグメント損失は３百万円（前年同期はセグメント

利益６百万円）となりました。

[工事売上]

賃貸オーナー様向けに、空室対策として貸室の付加価値・競争力を高めるリフォーム提案を推進し、設備工事等

の受注に注力いたしました。その結果、売上高は308百万円（前年同期比1.8％増加）、セグメント損失は６百万円

（前年同期はセグメント損失14百万円）となりました。
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[不動産管理収入]

管理物件の巡回業務や清掃業務に注力して、ご入居者様の満足度と入居率の向上に努めるとともに、管理物件の

新規取得に注力いたしました。その結果、売上高は132百万円（前年同期比2.4％減少）、セグメント利益は19百万

円（同78.6％増加）となりました。

[受取手数料]

売買仲介につきましては、取扱単価は増加いたしましたが、取扱件数は減少いたしました。このため、売買仲介

に伴う手数料は、345百万円（前年同期比18.9％減少）となりました。また、賃貸仲介につきましては、手数料収入

は、132百万円（同0.3％減少）となりました。売買仲介および賃貸仲介に伴う手数料に、その他の手数料、紹介料

等を加えた受取手数料収入合計は513百万円（同13.8％減少）、セグメント利益は60百万円（同2.9％増加）となり

ました。

（単位：百万円）

前第１四半期 当第１四半期 前年同期比

(自 2020年１月１日 (自 2021年１月１日
増減 増減率(％)

至 2020年３月31日) 至 2021年３月31日)

不動産売上 87 484 397 454.9

不動産賃貸収入 180 182 １ 1.0

工事売上 302 308 ５ 1.8

不動産管理収入 136 132 △３ △2.4

受取手数料 595 513 △82 △13.8

合計 1,302 1,621 318 24.5

（２）財政状態に関する説明

資産、負債、純資産の状況

（流動資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、3,485百万円となり、前連結会計年度末と比較して317

百万円増加いたしました。その主な要因は、販売用不動産が362百万円、仕掛販売用不動産が21百万円増加したこ

と、完成工事未収入金が55百万円、現金及び預金が45百万円減少したことであります。

（固定資産）

当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、6,749百万円となり、前連結会計年度末と比較して384

百万円減少いたしました。その主な要因は、土地が304百万円、建物及び構築物が51百万円、敷金及び保証金が31百

万円減少したことであります。

（流動負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、2,349百万円となり、前連結会計年度末と比較して90百

万円増加いたしました。その主な要因は、その他のうち未払金が74百万円、賞与引当金が63百万円、預り金が30百

万円増加したこと、工事未払金が48百万円、未払法人税等が15百万円、役員賞与引当金が12百万円減少したことで

あります。

（固定負債）

当第１四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、3,183百万円となり、前連結会計年度末と比較して57百

万円減少いたしました。その主な要因は、長期借入金が42百万円、退職給付に係る負債が14百万円減少したことで

あります。
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（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は、4,703百万円となり、前連結会計年度末と比較して100百

万円減少いたしました。その主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純損失を29百万円計上したこと、配当金を

79百万円計上したこと等により、利益剰余金が109百万円減少したことであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年２月９日公表の「2020年12月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」に記載いたしましたとおり、新型コロナ

ウイルス感染症の拡大の影響により不確定要素が多分に存在することから、業績予想の合理的な算出は困難であると

判断し、2021年12月期の連結業績予想は非開示とさせていただきます。

今後、合理的な見積りが可能となった時点で速やかにお知らせいたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2020年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,869,031 1,823,973

営業未収入金 219,622 218,010

完成工事未収入金 119,896 64,390

有価証券 10,003 25,004

販売用不動産 755,701 1,118,169

仕掛販売用不動産 35,502 56,726

未成工事支出金 5,968 8,578

その他 155,437 173,226

貸倒引当金 △2,850 △2,450

流動資産合計 3,168,313 3,485,628

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,270,259 2,218,346

土地 3,920,096 3,615,675

その他（純額） 25,138 23,386

有形固定資産合計 6,215,494 5,857,409

無形固定資産 76,497 71,725

投資その他の資産

投資有価証券 141,285 146,627

敷金及び保証金 698,961 667,304

長期未収入金 13,561 13,561

その他 3,868 8,621

貸倒引当金 △15,561 △15,561

投資その他の資産合計 842,115 820,554

固定資産合計 7,134,107 6,749,689

資産合計 10,302,420 10,235,318
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2020年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年３月31日)

負債の部

流動負債

工事未払金 160,832 112,655

短期借入金 800,000 800,000

1年内返済予定の長期借入金 138,636 138,664

リース債務 1,569 1,569

未払法人税等 28,580 12,958

預り金 738,553 769,167

賞与引当金 21,135 84,270

役員賞与引当金 16,800 4,200

その他 352,252 425,642

流動負債合計 2,258,359 2,349,126

固定負債

長期借入金 2,579,476 2,537,012

リース債務 3,269 2,877

長期未払金 2,000 2,000

退職給付に係る負債 405,471 390,531

長期預り金 244,928 244,985

繰延税金負債 5,114 5,736

固定負債合計 3,240,260 3,183,142

負債合計 5,498,620 5,532,268

純資産の部

株主資本

資本金 1,568,500 1,568,500

資本剰余金 1,620,626 1,617,887

利益剰余金 2,685,724 2,576,494

自己株式 △1,172,660 △1,166,904

株主資本合計 4,702,189 4,595,977

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 9,182 13,920

退職給付に係る調整累計額 △21,574 △19,190

その他の包括利益累計額合計 △12,392 △5,270

新株予約権 11,858 8,764

非支配株主持分 102,144 103,577

純資産合計 4,803,800 4,703,049

負債純資産合計 10,302,420 10,235,318
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年１月１日
　至 2020年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年１月１日
　至 2021年３月31日)

売上高 1,302,300 1,621,283

売上原価 462,995 788,923

売上総利益 839,304 832,359

販売費及び一般管理費 851,274 864,412

営業損失（△） △11,969 △32,053

営業外収益

受取利息 341 328

受取配当金 3 4

雇用調整助成金 ― 9,424

補助金収入 ― 6,905

雑収入 3,408 4,718

その他 300 ―

営業外収益合計 4,053 21,381

営業外費用

支払利息 10,327 8,117

雑支出 947 588

営業外費用合計 11,274 8,706

経常損失（△） △19,190 △19,377

特別利益

移転補償金 50,000 ―

特別利益合計 50,000 ―

特別損失

固定資産除却損 5,055 16

特別損失合計 5,055 16

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

25,753 △19,393

法人税、住民税及び事業税 15,387 8,535

法人税等調整額 4,011 ―

法人税等合計 19,399 8,535

四半期純利益又は四半期純損失（△） 6,354 △27,929

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,254 1,450

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

5,100 △29,379
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年１月１日
　至 2020年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年１月１日
　至 2021年３月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 6,354 △27,929

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △39,844 4,721

退職給付に係る調整額 1,902 2,383

その他の包括利益合計 △37,941 7,105

四半期包括利益 △31,587 △20,824

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △32,840 △22,257

非支配株主に係る四半期包括利益 1,252 1,433
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

新型コロナウイルス感染症の拡大の影響に関する会計上の見積り

当社は連結財務諸表作成時において入手可能な情報に基づき、新型コロナウイルス感染症による将来の収益への

影響を当第１四半期連結会計期間末日から９カ月程度にわたるものと想定して、会計上の見積りを行っておりま

す。

しかしながら、新型コロナウイルス感染症の拡大による影響は不確定要素が多く、更なる感染の拡大や収束時期

の長期化の影響等により不動産市況がさらに悪化した場合には、今後の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロ

ーの状況に重要な影響を与える可能性があります。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2020年１月１日 至 2020年３月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

(注) １

四半期連
結損益計
算書計上

額

(注) ２

不動産

売上

不動産

賃貸収入
工事売上

不動産

管理収入

受取

手数料
計

売上高

外部顧客への売上高 87,290 180,725 302,696 136,109 595,478 1,302,300 ― 1,302,300

セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― 2,505 117 396 4,087 7,105 △7,105 ―

計 87,290 183,230 302,813 136,505 599,565 1,309,405 △7,105 1,302,300

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

6,054 6,925 △14,401 10,795 58,956 68,330 △80,300 △11,969

(注) １ セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額△80,300千円は、主に各セグメントに配分していない

全社費用であり、全社費用は、セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

２ セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っておりま

す。

３ 所有目的の変更により、販売用不動産の一部を有形固定資産に振替いたしました。この変更に伴うセグメ

ント利益に与える影響は軽微であります。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2021年１月１日 至 2021年３月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

(注) １

四半期連
結損益計
算書計上

額

(注) ２

不動産

売上

不動産

賃貸収入
工事売上

不動産

管理収入

受取

手数料
計

売上高

外部顧客への売上高 484,416 182,487 308,286 132,814 513,278 1,621,283 ― 1,621,283

セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― 1,755 759 375 1,582 4,472 △4,472 ―

計 484,416 184,242 309,045 133,189 514,861 1,625,756 △4,472 1,621,283

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

15,178 △3,357 △6,692 19,279 60,678 85,087 △117,140 △32,053

(注) １ セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額△117,140千円は、主に各セグメントに配分していない

全社費用であり、全社費用は、セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

２ セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っておりま

す。

３ 所有目的の変更により、販売用不動産の一部を有形固定資産に振替いたしました。この変更に伴うセグメ

ント利益に与える影響は軽微であります。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　


